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た3〕。また，1992年には，その南の地中海沿岸の町ハ
デラHaderaのべイト・エリエゼルBeitEUezel（図１）
において，イスラエル考古局IsraelAntiquitiesAuthor-
ityのヤエル．ゴリンーローゼンYaelGoljn-Rosen女
史らにより，７世紀（東ローマ期）のガラスエ房阯が
発掘された4)。
こういった近年の成果により，文献や推定によって
はじめに
北パレスチナPalestmeのアッコＡｋｋｏ（アクレ
付近は，ローマの文献によればガラス製造の－
'Acre）
陰大中心
この時をなしていたとされている')にもかかわらず，
期におけるガラス工房趾については， これまで学術発
推測や文献掘による出土例がほとんどなかったため．
からの推定が多く，詳細な点は不明であった。
ところが， 1964年から1971年にかけて行われた， 考察していた従来のガラス製造過程を， 詳細に明らか
ウェインバーグＧＤ・Wembergを中心とする米国ミ
ズーリ大学TheUniversityofMissou1iとコーニング
ガラス博物館ＴｈｅＣｏｍｍｇＭｕｓｅｕｍｏｆＱａｓｓとの，
ジヤラームJalame2）（図ｌ）の合同発掘調査により。
にできる出土資料が次第に整いつつある。 この小論は
以下．発掘当事者の報告をもとに，それぞれの発掘
1993年３月の筆者の現地調査における成果を整理し，
知見を加えて、 ローマ期におけるガラス製造過程とそ
の交易の実態についての解明を試みよう1世紀後半から 5世紀初頭にかけてのガラス工房趾 とするもので
が発見され， 1988年には報告書も刊行 きれるに至っ ある。
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図２ジャラームのガラス炉阯（Weinbergl988，ｆｉｇ３－３）図'１
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図'４ ひきのばされたガラス小塊（ドロッ
プ)，ジャラーム出土（Wemberg
l988,ｈ9.3-10）
几
Ａ：ガラスを付着したポンテ棒先端
ＢＣ：ポンテ棒からはずされたガラス片，内部に鉄酸化物残留
図'３
.Ｃ：ポンテ棒から
(Weinbergl988,fig3-9）いずれもジヤラーム出土
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図６華芳墓出土突起碗（安家瑠図７
1986,ｆｉｇ２）
ジャラーム出土突起碗底部断片ハッサニ・マハレ出土突起碗図５
(Wembergl988，fig4-22:161）(曽野・深井1968,ＰＬ７０－ｌ）
離されて独立していた。特にブロス生産は，非常な熱
と煙とを排出するため，町から離れたところに置かれ
ていたらしい。この種のものでは．これまでで最大
ジャラーム遺跡の概要
ハイファHaifaの南東１０kｍ，カルメル山MtCarmel
の北西山麓にある。1964-1968年および，1971年発
掘。第１期（ca75-125)，第２期（275-350)，第３期
(351-383)，第４期（383-5世紀初頭）の層位から大
量のガラス容器断片，ガラス残倖，ガラス炉趾（図２)，
ガラス製作に伴う残留物（図３，４)，クラウン法による
板ガラス片，コイン，ランプ，土器などが出土した。
規模の20余の設備を持ち， 各設備には小炉が西向きに
隣接して築かれていた。これは，海から吹<北西の風
を受け易くするためで，炉の推定温度は700～1,000
ガラス原料を溶かして何トンものブロス塊を－度Ｃ･
度に生産することができたと考えられる。
ジャラーム出土の交易用ガラス
ジャラームについては，文献でしか知られていなかっ
ベイト・エリエゼ､ル遺跡の1概要
18kｍの都市ハデラの地中海沿岸にあハイファの南
この地域ローマ期のガラス工房杜の出土により，た、1992年道路建設にともない発掘。る。
られたガラスの器形，種類，技法が解明できたガラス製品をつくる前段階のガラス塊 (＝ブロス，
Lあり）を専
)各ルートに
でつく
こと， および出土したガラス津などの成分分析によトルコ青・オリーブ緑・マンガン茶の３色あり）
門に生産する工房趾。燃料・原料・交易の各ルー
近いという立地条件を，ベイト・エリエゼルは満たし
この地域産のガラスの標準資料がえられたこと，り。
など，その発掘の意義は大きい〔
特に東方地域出土のガラス容器との関連におまた､ブロス生産はガラス製品の力ＨＴＴ程とは切りている。
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図９紺色斑点文容器の類型(SoroIma,Ｎ,1972,Abb､２）
認できた意義は大きい。詳細な分析は，正式の報告書
をまってから行いたいが，１世紀の南海貿易の貴重な
記録である『エリュトゥラー海案内記』にみられる，
いては，(1)イラン，ギラーン州デーラマンDailaman
マハレHassaniMahaleの７号墓5）のハッサニ. (図５）
や，中国，北京市西郊の華芳（西晋の幽州刺吏王渡の
妻，304年没）墓6)（図６）で出土したのと同様の突起
ｶﾞﾗｽ碗底部7)(図7Ｌ(2)ｴｼﾞﾌﾟﾄのｶﾗﾆｽKara-
nis8)，イスラエルのベトシャリムBethShearim9)．
｢未精製のﾄﾞのバリュガザＢａｪygazaに運ばれたイン
ガラス石ｂｅ入O［dQOllj1i｣16)と同様の交易用ガラス塊
やや時代は下がるが実際の出土例と考えられる。の，
日本の新沢千塚126号墳10)などで出土したタネあて脚 (この小論は，1994年７月２日，金沢大学文学部に
ア考古学研究会での発表をもとに．台Ｐａｄｂａｓｅのガラス皿（図８)，(3)コーカサスKauka-
susのギリヤッチュGnjatschl1)，グルジヤGeorgien
のサムタブロSamtavro11a)，ウクライナUlnnineの
シュロフカShurovka12)，ハンガリーのタッツＴＡＣ
(ローマン・ゴルシウムGorsium)'3)，韓国の慶州市金
おける西アジ その
後の知見を加えたものである｡）
－のタッ
韓国の慶州市
(図９，１０)，など
注
1）ストラポーStrabo(Ca､６３Ｂ,C,-A.、２１）『地理』，大プ
リニウスGaiusPliniusSecundus（23-79）『博物誌Historia
Naturahs」（77年完成）第36巻65章，ヨゼフスJosephus
Falvius（Ca､37-95）『ユダヤ戦記BeUumJudaicumルタキ
ツスTadtusComeHus（55-120）『歴史」第５巻第７章な
鈴塚'4)などで出土した紺色斑点文碗 完成）第36巻Ｓ」（ 旨
があげられる。このうち(2X3)は．同一技法でありなが 』，
ジャラームでは出土していない器形の容器が，ら, 他 どｃ
地域から出土しているので，すべての作例がこの地で 2）現在の公式名称はJalametel-Asama.Ｂ〃ZishSw”qyけ
Wbsね”Ｐαﾙs轍α１８７８では，小村Jallnehの北のKhirbet製作されたということはできないが． (1)の突起碗や，
二器'5〕（図11）に
elAsah1h，また，Ｐａ]mer,Ｅ､Ｈ・ＴｈｃＳｗ”qyq/Ｗ'Ｆｓ陀加Ｐαノー
Cs岬ｃｌ８８１では，KhurbetelAsahlehなどとなっている。
3）Wemberg,ＧＤ１９８８,pp24-37‘
4）発掘関係者のご教示による。
二股リブbifUrcatedribs装飾を有する容器15〕（図1 ）｜
関しては，非常に特殊のもので，現在までのところ，
5）曾野寿彦・深井晋ri］1968,ｐ４１，ｃｐＬＬｐｌｓ､４１：la-b，
７０：１．
工房阯と してはジャラームでしか出土しておらず， こ
の地域での製作の可能性が考えられる（ ６）北京市文物工作隊1965,Ｐ２２．安家瑠1986,ｐ１７３，
，９．２．
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ベイト. エリエゼル出土の交易用ガラス ､,，
ベイト・エリエゼルについては， ブロス塊専用の独立
存在したこと，が確した工房が，少なくとも７世紀に存在したこと， ｐＬ５１．
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図１０紺色斑点文ビーカー（ランプ）の技法
（Wembergl988,iig4-45）
Ａ：吹竿の先にタネガラスをまきつける，Ｂ：木製
リングで整形，Ｃ：吹<，Ｄ：紺色斑をあらかじめ
板の上に並べておき付着させる，Ｅ：左右にふって
器形をのばす，Ｆ：木型に吹き込む，Ｇ：徐冷後，
ロ縁部に溝をつける，Ｈ：火吹きランプで焼き切
り，口縁をならす
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としている。
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